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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年8月20日(2009.8.20)

【公開番号】特開2007-39680(P2007-39680A)
【公開日】平成19年2月15日(2007.2.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-006
【出願番号】特願2006-189031(P2006-189031)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  47/26     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ   5/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  29/42     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  47/26    　　　　
   Ｃ０９Ｂ   5/14    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  29/42    　　　Ａ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ａ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月6日(2009.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水、色材、１，５－ペンタンジオール及び保湿剤を含有するインクジェット用液体イン
クであって、該１，５－ペンタンジオールの含有量が３質量％以上１５質量％以下であり
、該１，５－ペンタンジオールの含有量及び該保湿剤の含有量の合計が、１０質量％以上
４０質量％以下であり、
　前記色材が、下記式（１）及び（３）で示される化合物の少なくとも１つであることを
特徴とするインクジェット用液体インク。
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（式（１）中、Ｍはアルカリ金属又はアンモニウムを表し、ｌ（エル）、ｍ及びｎは、そ
れぞれ、ｌ＝０～２、ｍ＝１～３、ｎ＝１～３（但し、ｌ＋ｍ＋ｎ＝３～４）であり、置
換基の置換位置は、４若しくは４’位である。）

（式（３）中、Ｍは、アルカリ金属又はアンモニウムを表す。）
【請求項２】
　前記保湿剤が、エチレングリコール、ジエチレングリコール、ポリエチレングリコール
、グリセリン、２－ピロリドン、エチレン尿素及び尿素からなる群から選ばれる請求項１
に記載のインクジェット用液体インク。
【請求項３】
　前記保湿剤が、エチレングリコール、グリセリン、２－ピロリドン及びエチレン尿素か
らなる群から選ばれる請求項２に記載のインクジェット用液体インク。
【請求項４】
　前記１，５－ペンタンジオールの含有量が３質量％以上７．５質量％以下であり、該１
，５－ペンタンジオールの含有量及び前記保湿剤の含有量の合計が１０質量％以上４０質
量％以下である請求項１乃至３のいずれか１項に記載のインクジェット用液体インク。
【請求項５】
　前記色材が、前記式（１）で示される化合物である請求項１乃至４のいずれか１項に記
載のインクジェット用液体インク。
【請求項６】
　前記色材が、前記式（３）で示される化合物である請求項１乃至４のいずれか１項に記
載のインクジェット用液体インク。
【請求項７】
　水、色材、１，５－ペンタンジオール及び保湿剤を含有するインクジェット用液体イン
クであって、温度２５℃、湿度５０％ＲＨ環境下に実質的に重量変化がなくなるまで放置
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されるとゲル化又は固化し、温度３０℃、湿度５０％ＲＨ環境下に２４時間放置されると
液体であり、
　前記色材が、下記式（１）及び（３）で示される化合物の少なくとも１つであることを
特徴とするインクジェット用液体インク。

（式（１）中、Ｍはアルカリ金属又はアンモニウムを表し、ｌ（エル）、ｍ及びｎは、そ
れぞれ、ｌ＝０～２、ｍ＝１～３、ｎ＝１～３（但し、ｌ＋ｍ＋ｎ＝３～４）であり、置
換基の置換位置は、４若しくは４’位である。）

（式（３）中、Ｍは、アルカリ金属又はアンモニウムを表す。）
【請求項８】
　前記色材が、前記式（１）で示される化合物である請求項７に記載のインクジェット用
液体インク。
【請求項９】
　前記色材が、前記式（３）で示される化合物である請求項７に記載のインクジェット用
液体インク。
【請求項１０】
　インクをインクジェットヘッドから吐出することによって記録媒体に付与するインクジ
ェット記録方法において、上記インクが、水、色材、１，５－ペンタンジオール及び保湿
剤を含有し、且つ、該１，５－ペンタンジオールの含有量が３質量％以上１５質量％以下
であり、該１，５－ペンタンジオールの含有量及び該保湿剤の含有量の合計が１０質量％
以上４０質量％以下であり、
　前記色材が、下記式（１）及び（３）で示される化合物の少なくとも１つであることを
特徴とするインクジェット記録方法。
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（式（１）中、Ｍはアルカリ金属又はアンモニウムを表し、ｌ（エル）、ｍ及びｎは、そ
れぞれ、ｌ＝０～２、ｍ＝１～３、ｎ＝１～３（但し、ｌ＋ｍ＋ｎ＝３～４）であり、置
換基の置換位置は、４若しくは４’位である。）

（式（３）中、Ｍは、アルカリ金属又はアンモニウムを表す。）
【請求項１１】
　前記インクを吐出するためのエネルギーが熱エネルギーである請求項１０に記載のイン
クジェット記録方法。
【請求項１２】
　インクをインクジェットヘッドから吐出することによって記録媒体に付与するインクジ
ェット記録方法において、上記インクが、水、色材、１，５－ペンタンジオール及び保湿
剤を含有し、且つ、温度２５℃、湿度５０％ＲＨ環境下に実質的に重量変化がなくなるま
で放置されるとゲル化又は固化し、温度３０℃、湿度５０％ＲＨ環境下に２４時間放置さ
れると液体である特性を有し、
　前記色材が、下記式（１）及び（３）で示される化合物の少なくとも１つであることを
特徴とするインクジェット記録方法。
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（式（１）中、Ｍはアルカリ金属又はアンモニウムを表し、ｌ（エル）、ｍ及びｎは、そ
れぞれ、ｌ＝０～２、ｍ＝１～３、ｎ＝１～３（但し、ｌ＋ｍ＋ｎ＝３～４）であり、置
換基の置換位置は、４若しくは４’位である。）

（式（３）中、Ｍは、アルカリ金属又はアンモニウムを表す。）
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の目的は、下記の本発明によって達成される。即ち、本発明は、水、色材、１，５
－ペンタンジオール及び保湿剤を含有するインクジェット用液体インクであって、該１，
５－ペンタンジオールの含有量が３質量％以上１５質量％以下であり、該１，５－ペンタ
ンジオールの含有量及び該保湿剤の含有量の合計が、１０質量％以上４０質量％以下であ
り、前記色材が、下記式（１）及び（３）で示される化合物の少なくとも１つであること
を特徴とするインクジェット用液体インクである。
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（式（１）中、Ｍはアルカリ金属又はアンモニウムを表し、ｌ（エル）、ｍ及びｎは、そ
れぞれ、ｌ＝０～２、ｍ＝１～３、ｎ＝１～３（但し、ｌ＋ｍ＋ｎ＝３～４）であり、置
換基の置換位置は、４若しくは４’位である。）

（式（３）中、Ｍは、アルカリ金属又はアンモニウムを表す。）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　又、本発明は、水、色材、１，５－ペンタンジオール及び保湿剤を含有するインクジェ
ット用液体インクであって、温度２５℃、湿度５０％ＲＨ環境下に実質的に重量変化がな
くなるまで放置されるとゲル化又は固化し、温度３０℃、湿度５０％ＲＨ環境下に２４時
間放置されると液体であり、前記色材が、前記式（１）及び（３）で示される化合物の少
なくとも１つであることを特徴とするインクジェット用液体インクである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
＜インクの調製＞
　上記で合成した各色材を用いて、下記表１～８に示すような処方でインクを調製し、そ
れぞれ０．２μｍのメンブランフィルターで加圧ろ過することによって、実施例１～６、
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参考例１～４、比較例１～１６のインクを得た。又、特に指定がない限り、実施例、参考
例、比較例のインク成分は「質量％」を意味する。尚、各表中の＊１の、「２５℃、５０
％ＲＨ放置後の状態」とは、以下のことである。即ち、内径４．５ｃｍ、高さ２ｃｍのシ
ャーレ容器にインクを１０ｇ入れ、２５℃、５０％ＲＨの環境下で最長１０日放置した際
に１時間あたりの重量変化が１％以内になったときの、目視で観察したインクの状態のこ
とである。又、各表中の＊２の、「３０℃、５０％ＲＨ放置後の状態」とは、以下のこと
である。即ち、上記＊１の状態の後、３０℃、５０％ＲＨの環境下で２４時間放置した後
の、目視で観察したインクの状態のことである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】

【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】



(9) JP 2007-39680 A5 2009.8.20


	header
	written-amendment

